


















ディアの発展は， 4期に分けられる。第1期は， 1850年代からの時期物， ラジオ，
テレビが中心で、あった。これらは，出版社や放送局といった情報技術を持つ場所が中
心となり清報を発信するものであった。




第 3期は 1985年から 1995年のコンビュータおよびネットワークの時期である。










































スポーツ学習の映像の効果として， 1950年にはホーパンとオーマー（Hoban,C. F. 












2) 佐藤健生 「スポー ツ観戦の魅力一視覚の快楽を超えてJr体育の科学ム 1999,Vol. 49, 
No. 4, pp. 27 4-278 
3〕 Hoban,C. F. and Ormar, E. B.：“Instructional Film Research." 1950 
4) Debacy, D.・“Effectof Viewing Video Tapes of a Sport Skill Performed by Self and 


























5) 松田岩男 「体育心理学」 F現代保健体育学大系』 4，大修館書店， 1979,pp. 267 -268 
6) 結城僅啓 「5本が抱える科学的サポートによる競技力向上の諜題一一スピードスケート
へのサポート活動の経験から一－Jr臼本体育学会第50田大会号ふ 1999,p. 110 
7) 結城医草寺 「長野オリンピックのメダル獲得に向けたバイオメカニクス的サポート活動
一－13本スピードスケートチームのスラップスケート対策一一」『日本体育学会第49回大会
号J,1998, p. 99 
8) レイナー・マ一トン（RainerMartens）著，猪俣公宏訳『メンタル・トレーニングJ，大






























































































131名の合計 196名であった。平均年齢は男性 27.34歳， 女性 24.88歳であり， 全体




職業に関しては表 1 2に見られるように，教員が 76名と最も多く，次いでフリー
ターの 58名であった。












33.2% 66.8% 100.0% 
27.34歳 24.88歳 25.69歳
SD 6.53 SD 4.05 SD 5.12 
表1 2 2晃疫の職業
度 数 ノf一セント 有効パー セント 累積パー セント
教員 76 38.8 40.4 40.4 
フリー ター 58 29.6 30.9 71.3 
会社員・公務員 24 12.2 12.8 84.0 
学生 6 3.1 3.2 87.2 
専門職・技術戦 9 4.6 4.8 92.0 
無職 9 4.6 4.8 96.8 
その他 6 3.1 3.2 100.0 
合計 188 95.9 100.0 
欠損値 8 4.1 
1仁3入苦n』iト 196 100.0 
生涯スポーツにおける情報メディアのニーズ議査 155 
表 1-3 居住地①
県名 度 数 ノf一セント 有効パーセント 累積パーセント
愛 媛 5 2.6 2.6 2.6 
北海道 6 3.1 3.1 5.6 
山 口 3 1.5 1.5 7 .1
示 都 28 14.3 14.3 21.4 
重 5 2.6 2.6 24.0 
愛 知 10 5.1 5.1 29.1 
石 Jl 3 1.5 1.5 30.6 
徳、 島 .5 .5 31.1 
，鳥 取 4 2.0 2.0 33.2 
香 Jl 3 1.5 1.5 34.7 
費員 本 1 1.5 .5 35.2 
滋 賀 4 2.0 2.0 37.2 
兵 E草 27 13.8 13.8 51.0 
福 弁 13 6.6 6.6 57.7 
大 阪 26 13.3 13.3 70.9 
妓 王手 6 3.1 3.1 74.0 
広 島 10 5.1 5.1 79.1 
和歌山 8 4.1 4.1 83.2 
静 岡 2 1.0 1.0 84.2 
鳥 根 2 1.0 1.0 85.2 
千 葉 .5 .5 85.7 
奈 良 8 4.1 4 .1 89.8 
埼 玉 3 1.5 1.5 91.3 
言雪 森 .5 .5 91.8 
富 山 .5 .5 92.3 
大 分 .5 .5 92.9 
佐 賀 2 1.0 1.0 93.9 
岡 山 3 1.5 1.5 95.4 
宮 域 .5 .5 95.9 
東 示 1 .5 .5 96.4 
官f司会r 知 1 .5 ー5 96.9 
宮 崎 1 .5 .5 97.4 
福 凋 3 1.5 1.5 99.0 
鹿児島 2 1.0 1.0 100.0 
メ仁弘3、 計 196 100.0 100.0 
表 1-3 居住地②
度 数 ノfー セント 有効パーセント 累積パーセント
郊外・住宅地 59 30.1 30.9 30.9 
市街地 84 42.9 44.0 74.9 
農村・漁村・山村 46 23.5 24.1 99.0 
その｛也 2 1.0 1.0 100.0 
合計 191 97.4 100.0 
欠損値 5 2.6 














度数 Pct of Responses % Pct of Cases % 
新聞 90 16.6 49.2 
インター ネット 124 22.9 67.8 
テレピ 127 23.4 69.4 
ラジオ 51 9.4 27.9 
ピデオ 1 .2 .5 
本 19 3.5 10.4 
雑誌 44 8.1 24.0 
専門誌 2 .4 1.1 
地方誌 .2 .5 
；広報 9 1. 7 4.9 
情報誌 5 .9 2.7 
携帯端末 37 6.8 20.2 
広告 9 1. 7 4.9 
ロコミ 5 .9 2.7 
電話 •FAX 16 3.0 8.7 
郵便物 .2 .5 
掲示板・ポスター .2 .5 
l乞ヨh、 言十 542 100.0 296.2 
表2-2 現在主lこ使っている情報メディアと性別の関係
現在使っている情報メディア
合計一方向メディア 双方向メディア 雨 方
男性
14 11 35 60 
23.3% 18.3% 58.3% 100.0% 
性別
29 9 85 123 
女性
23.6% 7.3% 69.1% 100.0% 
合計
43 20 120 183 
23.5% 10.9% 65.6% 100.0% 
x'= 5.193, df=2, p> 0.05 











度数 Pct of Responses % Pct of Cases % 
新聞 35 11.8 20.2 
案内状 .3 .6 
インターネット 97 32.7 56.1 
テレピ 41 13.8 23.7 
ラジオ .3 .6 
ビデオ 5 1. 7 2.9 
本 18 6 .1 10.4 
雑誌 28 9.4 16.2 
専門誌 2 .7 1.2 
地方誌 3 1.0 1. 7 
広報 30 10. l 17.3 
情報誌 3 1.0 1. 7 
携帯端末 1 i .3 .6 
広告 13 4.4 7.5 
臼コミ 5 1. 7 2.9 
電話 •FAX 2 .7 1.2 
郵便物 2 .7 1.2 
掲示板・ポスター 8 2.7 4.6 
回覧板 .3 .6 
直接 .3 .6 




一方向メディア 双方向メディア 両 方
男性
19 23 15 57 
33.3% 40.4% 26.3% 100.0% f生別
55 15 46 116 
女性
47.4% 12.9% 39.7% 100.0% 
1仁コh、 計
74 38 61 173 
42.8% 22.0% 35.3% 100.0% 





一方向メテeイア 25 6 
7 38 
65.8% 15.8% 18.4% 100.0% 
現在使っている 双方向メテ’ィア
3 10 6 19 
情報メディア 15.8% 52.6% 31.6% 100.0% 
両 方
42 18 46 106 
39.6% 17.0% 43.4% 100.0% 
メ口弘、 言十
70 34 59 163 


























i度数 Pct of Responses % Pct of Cases % 
技術 8 4.0 5.6 
指導方法 6 3.0 4.2 
穣包囲体の情報 5 2.5 3.5 
競技日程 21 10.4 14.7 
競技内容 24 11.9 16.8 
一般参加のイベント 8 4.0 5.6 
教室主 14 6.9 9.8 
サークル汚動 22 10.9 15.4 
地域の活動 16 7.9 11. 2 
上違法 5 2.5 3.5 
地域体育館情報 3 1.5 2 .1
場所の提供 5 2.5 3.5 
営業時間 2 1.0 1.4 
イベント情報 7 3.5 4.9 
健康法 5 2.5 3.5 
美容法 1 .5 .7 
費用 8 I 4.0 5.6 
参加している人の様子 5 2.5 3.5 
道具 3 1.5 2.1 
運動科学 10 5.0 7.0 
世界の情報 2 1.0 1.4 
資格 1 .5 .7 
正しい情報 1 .5 .7 
ルール 5 2.5 3.5 
指導者 3 1.5 2 .1
スポーツ文化 .5 .7 
施設 5 2.5 3.5 
結果 3 1.5 2.1 
フ。ロスポーツ 3 1.5 2.1 
メ仁~、 5十 202 100.0 141.3 
できなかった。生漉スポーツにおける指導者の必要性，認知度は一般の人々に低いと
予測される。
まとめ
情報メディアの発展はめざましく，スポーツにおいても指導技術の革新，スポーツ
の普及・発展をねらいとした活動広報などが情報メディアの発展とともに，多様な形
で展開されている。現在は一方向メディアから双方向メディアへの発展途上であり，
双方向メディアの有効な使用方法は今後様々な形で検討されていくであろう。
本研究では双方向メディアを用いたコーチングネットワークの構想を打ち出した。
コーチングネットワークとは，競技団体やクラブチームのサポートのみを主眼に置く
のではなく，生涯スポーツの観点から，高齢者や一般の人々に対してサポートを提供
160 係数大学総合研究所紀委第8号
するものである。それは，双方向メディアによってのみ可能なモデルである。今後は，
さらに問題点，改善点を検討し，モデル実験を行い，その有効性・有用性について検
証したい。
生涯スポーツにおける靖報メディアのニーズ調査においては，パソコン所有率の増
加がみられ，今後の晴報収集の手段としてインターネットの活用をあげる者が非常に
多くみられた。また，求める情報は，「観るスポーツJのための博報と「するスポー
ツjのための場所や仲間に関する清報について多くの問答を得た。しかし，生謹ス
ポーツを安全にそして長く継続するための靖報についてはあまり多くの自答を得られ
なかった。今後，生涯スポーツを展開していく上でトレーナーや医者，コーチ，セラ
ピストなどの必要性について広く認知されることが望まれる。今まで一方向メディア
では，全体を重視した博報が主流であったが，双方向メディアを用いることにより，
個を重視した構報交換が期待される。
さらに，一方向メディアから双方向メディアへすべての者が移行していくのではな
く，構報収集の内容によって使い分けが生じている。このことから，双方向メディア
の特長を生かしたソフトの開発が今後必要となるであろう。
